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陳 情 番 号 ９ 受理年月日 令和７年８月２２日  

陳情人住所氏名 

ＳＰＲＩＮＧの国籍要件撤回を求める東京外国語大学

学生有志の会  

代表  八坂 あみ 

（陳情人の希望により、住所は非公開とします。） 

件     名 

府中市議会に「次世代研究者挑戦的研究プログラム

（ＳＰＲＩＮＧ）」の生活支援における国籍要件の導入

の撤回を求める意見書の提出を求める陳情 

［陳情の趣旨］ 

 文部科学省は、博土後期課程の学生に対して生活費や研究費を支援する

「次世代研究者挑戦的研究プログラム（ＳＰＲＩＮＧ）」において、生活

費支給を「日本人」に限定し、留学生を対象外にする方針を発表しまし

た。 

 同制度は、優秀な博士後期課程の学生への経済的支援の強化による進学

の促進や挑戦的・融合的な研究の推進、さらに博士人材が幅広いキャリア

で活躍するための多様なキャリア開発・育成を促すことを目的とした制度

で、現在１万人以上の博士後期課程の学生（うち約４割が留学生）が利用

しています。 

 日本の大学は博士後期課程の授業料が高く、経済的理由で博士後期課程

への進学を諦める学生が多い中で、ＳＰＲＩＮＧは日本の学問の発展にお

いて一定の役割を果たしています。機構が発行するパンフレットでは「生

活費支援がなかったら、進学を断念していたかもしれない」という利用者

の声も紹介されています。学問を修めることに国籍の違いは関係ありませ

ん。国籍により支援を受けられない学生がいることは、多様性に基づく研

究力の低下につながりかねないものです。 

 府中市内にキャンパスを置く東京外国語大学と東京農工大学において

も、それぞれ「多文化共創イノベーションリーダー育成プログラム」、「Ｆ

ＬＯｕＲＩＳＨフェローシップ事業」としてＳＰＲＩＮＧを採択してお

り、国籍の垣根を越えて、多くの学生が学んでいます。とりわけ、学生数

の２割にあたる600人以上の留学生が学ぶ東京外国語大学では、異なる

国・地域の文化や価値観を持った学生同士の学びは「多文化共生に寄与す

る東京外国語大学」を支える大きな力になると同時に、学生自身にとって

も大きな魅力であります。私自身も授業や学生生活において、留学生との

交流が、自らの考えや価値観を深めるきっかけとなっています。共に学ぶ

仲間の間に、国籍による分断を持ち込みかねない文科省の決定は、学生た

ちの想いとも相反するものであると考えます。 

 府中市では、多文化共生事業やゼロカーボンシティなどで、東京外国語
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大学及び東京農工大学と協働・連携した取組を行っています。両大学での

学びの根幹に関わる今回の事例について、府中市議会として国に以下の要

望を行うことを求めます。 

［要望事項］ 

 以下の点について府中市議会において国に対して意見書を採択されるよ

う陳情します。 

１ ＳＰＲＩＮＧ制度の生活支援における国籍要件を撤回することを求め

ます。 

２ 国籍・出自・経済状況などを問わず、博士後期課程の学生支援を充実

させることを求めます。 

付託する委員会  

 


